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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
データが記録されるデータ領域と、データ領域の記録済部分を示す管理情報が記録される
管理情報領域とを含む追記型光ディスクへデータを記録する方法において、
　管理情報が記録される拡張管理情報領域を管理情報領域の拡張命令に応じて前記データ
領域の記録済み部分の外周部分に設定するステップを具備する光ディスク記録方法。
【請求項２】
前記管理情報領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予め決められた容量以下かど
うかを判定するステップと、
　前記判定ステップの判定結果を前記管理情報領域の拡張命令を発行するホストへ送信す
るステップと、
　をさらに具備する請求項１記載の光ディスク記録方法。
【請求項３】
前記判定ステップはホストからのデータの記録命令に応じてデータの記録に先立ち前記管
理情報領域の未記録容量を調査する請求項２記載の光ディスク記録方法。
【請求項４】
前記拡張命令に応じて前記管理情報領域の未記録部分全部に任意の情報を記録するステッ
プをさらに具備する請求項１記載の光ディスク記録方法。
【請求項５】
前記拡張命令に応じて管理情報複製領域に最新の管理情報を記録するステップをさらに具
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備する請求項１記載の光ディスク記録方法。
【請求項６】
前記拡張命令に応じて前記管理情報複製領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予
め決められた容量以下かどうかを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップの判定結果を前記管理情報領域の拡張命令を発行するホストへ送信す
るステップと、
　をさらに具備する請求項５記載の光ディスク記録方法。
【請求項７】
前記拡張管理情報領域の位置を示す管理情報を前記管理情報複製領域に記録するステップ
をさらに具備する請求項５記載の光ディスク記録方法。
【請求項８】
データが記録されるデータ領域と、テスト記録が実行されるテスト領域と、前記データ領
域とテスト領域との間に配置されたガード領域とを含む追記型光ディスクへデータを記録
する方法において、
　テスト領域の拡張命令に応じて、ガード領域の全部あるいは一部、またはガード領域の
全部とデータ領域の一部をテスト記録が実行される拡張テスト領域に設定し、拡張テスト
領域、あるいはガード領域に接するデータ領域の一部を新たなガード領域に設定するステ
ップを具備する光ディスク記録方法。
【請求項９】
前記テスト領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予め決められた容量以下かどう
かを判定するステップと、
　前記判定ステップの判定結果を前記テスト領域の拡張命令を発行するホストへ送信する
ステップと、
　をさらに具備する請求項８記載の光ディスク記録方法。
【請求項１０】
前記判定ステップはホストからのテスト記録命令に応じてテスト記録に先立ち前記テスト
領域の未記録容量を調査する請求項９記載の光ディスク記録方法。
【請求項１１】
既に実行されたテスト領域の拡張回数を前拡張命令に応じて調査し、前記調査結果が予め
定められた回数以下かどうかを判定するステップと、
　前記判定ステップの判定結果を前記テスト領域の拡張命令を発行するホストへ送信する
ステップと、
　をさらに具備する請求項８記載の光ディスク記録方法。
【請求項１２】
既に実行されたテスト領域の拡張回数を管理情報として管理情報領域に記録するステップ
をさらに具備する請求項８記載の光ディスク記録方法。
【請求項１３】
データが記録されるデータ領域と、データ領域の記録済部分を示す管理情報が記録される
管理情報領域とを含む追記型光ディスクへデータを記録する装置において、
　管理情報が記録される拡張管理情報領域を管理情報領域の拡張命令に応じて前記データ
領域の記録済み部分の外周部分に設定する手段を具備する光ディスク記録装置。
【請求項１４】
前記管理情報領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予め決められた容量以下かど
うかを判定する手段と、
　前記判定手段の判定結果を前記管理情報領域の拡張命令を発行するホストへ送信する手
段と、
　をさらに具備する請求項１３記載の光ディスク記録装置。
【請求項１５】
前記判定手段はホストからのデータの記録命令に応じてデータの記録に先立ち前記管理情
報領域の未記録容量を調査する請求項１４記載の光ディスク記録装置。
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【請求項１６】
前記拡張命令に応じて前記管理情報領域の未記録部分全部に任意の情報を記録する手段を
さらに具備する請求項１３記載の光ディスク記録装置。
【請求項１７】
前記拡張命令に応じて管理情報複製領域に最新の管理情報を記録する手段をさらに具備す
る請求項１３記載の光ディスク記録装置。
【請求項１８】
前記拡張命令に応じて前記管理情報複製領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予
め決められた容量以下かどうかを判定する判定手段と、
　前記判定手段の判定結果を前記管理情報領域の拡張命令を発行するホストへ送信する手
段と、
　をさらに具備する請求項１７記載の光ディスク記録装置。
【請求項１９】
前記拡張管理情報領域の位置を示す管理情報を前記管理情報複製領域に記録する手段をさ
らに具備する請求項１７記載の光ディスク記録装置。
【請求項２０】
データが記録されるデータ領域と、テスト記録が実行されるテスト領域と、前記データ領
域とテスト領域との間に配置されたガード領域とを含む追記型光ディスクへデータを記録
する装置において、
　テスト領域の拡張命令に応じて、ガード領域の全部あるいは一部、またはガード領域の
全部とデータ領域の一部をテスト記録が実行される拡張テスト領域に設定し、拡張テスト
領域、あるいはガード領域に接するデータ領域の一部を新たにガード領域に設定する手段
を具備する光ディスク記録装置。
【請求項２１】
前記テスト領域の未記録容量を調査し、前記未記録容量が予め決められた容量以下かどう
かを判定する手段と、
　前記判定手段の判定結果を前記テスト領域の拡張命令を発行するホストへ送信する手段
と、
　をさらに具備する請求項２０記載の光ディスク記録装置。
【請求項２２】
前記判定手段はホストからのテスト記録命令に応じてテスト記録に先立ち前記テスト領域
の未記録容量を調査する請求項２１記載の光ディスク記録装置。
【請求項２３】
既に実行されたテスト領域の拡張回数を前拡張命令に応じて調査し、前記調査結果が予め
定められた回数以下かどうかを判定する手段と、
　前記判定手段の判定結果を前記テスト領域の拡張命令を発行するホストへ送信する手段
と、
　をさらに具備する請求項２０記載の光ディスク記録装置。
【請求項２４】
既に実行されたテスト領域の拡張回数を管理情報として管理情報領域に記録する手段をさ
らに具備する請求項２０記載の光ディスク記録装置。
【請求項２５】
データが記録されるデータ領域と、データ領域の記録済部分を示す管理情報が記録される
管理情報領域と、データ領域の記録済み部分の外周部分に設定され管理情報が記録される
拡張管理情報領域と、拡張管理情報領域の位置を示す管理情報の複製が記録される管理情
報複製領域とを具備する追記型の光ディスク。
【請求項２６】
データが記録されるデータ領域と、テスト記録が実行されるテスト領域と、前記データ領
域とテスト領域との間に配置されたガード領域と、ガード領域の全部あるいは一部、また
はガード領域の全部とデータ領域の一部が割当てられた拡張テスト領域と、拡張テスト領
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域、あるいはガード領域に接するデータ領域の一部に設定された新たなガード領域を具備
する追記型の光ディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光ディスク、光ディスク記録方法、および光ディスク記録装置に係り、特に追
記型光ディスクの記録に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、大容量の光ディスクとしてＤＶＤ(Digital Versatile Disk)が実用化されている
。記録可能なＤＶＤとして、追記型のＤＶＤ－Ｒ、書換え可能なＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－
ＲＡＭが規格化されている。追記型ディスクは情報が一旦記録されると、当該箇所の書換
えはできない。従来の追記型ＤＶＤは内周側からＰＣＡ(Power Calibration Area)、ＲＭ
Ａ(Recording Management Area)、実際の記録処理が実行される情報記録領域ＤＡと、に
より構成されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　さらに、情報記録領域ＤＡは後述するデータエリアに記録されている記録情報を再生す
る際に読み出すべき記録パラメータ情報等が記録されているリードインエリアと、当該記
録情報が記録されるデータエリアと、データエリアに記録されている記録情報の再生を終
了する際に読み出すべき終了情報等が記録されているリードアウトエリアと、により構成
されている。リードインエリアはデータエリアに情報を記録するに当たってそれより先に
記録パラメータ情報等が記録される領域であり、リードアウトエリアはＤＶＤ全体に対す
る記録情報の記録を完了する前に終了情報が記録される領域である。各領域の容量は予め
決められており、変更はできない。
【０００４】
　このようなＤＶＤに情報を記録する場合（データエリアの内周側から記録されるとする
）、先ずＰＣＡ領域でテスト記録をする。これは、同じ種類の光ディスクでも製造者によ
り特性が異なったり、使用環境の温度、レーザの動作環境等により、記録波形が異なるた
め、テスト記録の結果により光ディスクへ記録する際の記録波形のパラメータ（強度、パ
ルス幅等）を調整する。
【０００５】
　この後、管理情報とユーザデータとが、各々ＲＭＡ領域とデータエリアとに記録される
。管理情報には、データエリアのどの部分が記録済か（どこまで記録したか）を示す情報
等が含まれる。管理情報はユーザデータの記録の進捗状況に応じて、最新の管理情報に更
新される。追記型ＤＶＤは情報が一旦記録されると当該箇所の書換えはできないため、管
理情報の更新毎に、ＲＭＡ領域の残り容量は減少する。管理情報の更新の仕方によっては
データエリアの全領域への記録が完了する前に、ＲＭＡ領域に未記録部分が無くなってし
まうことがある。ＲＭＡ領域に未記録部分が無くなると、管理情報の更新はできない。そ
のため、データエリアへの記録動作を中止せざるを得ない。
【０００６】
　一方、上述したようにＤＶＤ装置では、温度変化や経時変化により、記録波形が変化す
る。また、ディスクの記録位置によって、最適な記録波形は変化する。これらの変化に応
じて記録波形を調整するため、ＤＶＤ装置では、ＰＣＡ領域でテスト記録を実施し、記録
波形のパラメータを調整する。管理情報の更新と同様にテスト記録の実施毎に、ＰＣＡ領
域の残り容量は減少する。テスト記録の実施の仕方によっては、データエリアの全領域へ
の記録が完了する前に、ＰＣＡ領域に未記録部分が無くなってしまうことがある。ＰＣＡ
領域に未記録部分が無くなってしまうと、記録動作を中止するか、あるいは記録波形を調
整せずにユーザデータや管理情報の記録をせざるを得ない。調整されていない記録波形で
記録された部分からは、十分信頼性の高い情報再生はできない。
【０００７】
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　ＲＭＡ領域の不足や、ＰＣＡ領域の不足を防止するため、ＲＭＡ領域や、ＰＣＡ領域の
容量を予め大きく確保することも考えられが、データエリアの容量が減少する。その結果
、ＲＭＡ領域、ＰＣＡ領域の未記録部分が十分に余っているにも関わらず、データエリア
の容量が不足することもある。
【特許文献１】特開２００２－２４５６２５（段落００４１乃至段落００５２、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように従来の追記型光ディスクでは、ＲＭＡ領域、またはＰＣＡ領域の容量不足に
起因し、記録すべきユーザデータの一部が記録できない、あるいは記録できたとしても、
十分信頼性高く再生できないという問題がある。この問題を解決するために、ＲＭＡ領域
、またはＰＣＡ領域の容量を予め大きく確保すると、ユーザデータ領域の容量が不足する
という問題がある。
【０００９】
　本発明はディスク領域を有効に利用できる追記型の光ディスクを提供することを目的と
する。
【００１０】
　本発明の他の目的は追記型の光ディスクのディスク領域を有効に利用できる光ディスク
記録方法を提供することである。
【００１１】
　本発明の別の目的は追記型の光ディスクのディスク領域を有効に利用できる光ディスク
記録装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記した課題を解決し目的を達成するために、本発明は以下に示す手段を用いている。
【００１３】
（１）本発明の一態様によれば、データが記録されるデータ領域と、データ領域の記録済
部分を示す管理情報が記録される管理情報領域とを含む追記型光ディスクへデータを記録
する方法は管理情報が記録される拡張管理情報領域を管理情報領域の拡張命令に応じて前
記データ領域の記録済み部分の外周部分に設定するステップを具備する。
【００１４】
（２）本発明の他の態様によれば、データが記録されるデータ領域と、テスト記録が実行
されるテスト領域と、前記データ領域とテスト領域との間に配置されたガード領域とを含
む追記型光ディスクへデータを記録する方法はテスト領域の拡張命令に応じて、ガード領
域の全部あるいは一部、またはガード領域の全部とデータ領域の一部をテスト記録が実行
される拡張テスト領域に設定し、拡張テスト領域、あるいはガード領域に接するユーザデ
ータ領域の一部を新たにガード領域に設定するステップを具備する。
【００１５】
（３）本発明の他の態様によれば、データが記録されるデータ領域と、データ領域の記録
済部分を示す管理情報が記録される管理情報領域とを含む追記型光ディスクへデータを記
録する装置は管理情報が記録される拡張管理情報領域を管理情報領域の拡張命令に応じて
前記データ領域の記録済み部分の外周部分に設定する手段を具備する。
【００１６】
（４）本発明の他の態様によれば、データが記録されるデータ領域と、テスト記録が実行
されるテスト領域と、前記データ領域とテスト領域との間に配置されたガード領域とを含
む追記型光ディスクへデータを記録する装置はテスト領域の拡張命令に応じて、ガード領
域の全部あるいは一部、またはガード領域の全部とデータ領域の一部をテスト記録が実行
される拡張テスト領域に設定し、拡張テスト領域、あるいはガード領域に接するユーザデ
ータ領域の一部を新たにガード領域に設定する手段を具備する。
【００１７】
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（５）本発明の他の態様によれば、追記型の光ディスクはデータが記録されるデータ領域
と、データ領域の記録済部分を示す管理情報が記録される管理情報領域と、データ領域の
記録済み部分の外周部分に設定され管理情報が記録される拡張管理情報領域と、拡張管理
情報領域の位置を示す管理情報の複製が記録される管理情報複製領域とを具備する。
【００１８】
（６）本発明の他の態様によれば、追記型の光ディスクはデータが記録されるデータ領域
と、テスト記録が実行されるテスト領域と、前記データ領域とテスト領域との間に配置さ
れたガード領域と、ガード領域の全部あるいは一部、またはガード領域の全部とデータ領
域の一部が割当てられた拡張テスト領域と、拡張テスト領域、あるいはガード領域に接す
るデータ領域の一部に設定された新たなガード領域を具備する。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明によれば、ディスク領域を有効に利用できる追記型の光ディ
スク、光ディスク記録方法、光ディスク記録装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して本発明による光ディスク、光ディスク記録方法、および光ディス
ク装置の実施形態を説明する。
【００２１】
　図１は本発明の一実施形態に係るデータ構造を利用して光ディスクにＡＶ情報（デジタ
ルＴＶ放送プログラム等）を記録し再生する装置の一例を説明するブロック図である。な
お、本発明は記録に関するので、再生に関する部分の詳細な説明は省略する。
【００２２】
　この装置はホストシステムとしてのマクロプロセッシングユニット（ＭＰＵ）部１００
、キー入力部１０１、リモートコントローラ１０２ａからのユーザ操作情報を受け取る遠
隔制御信号受信部１０２ｂ、表示部１０３を有する。
【００２３】
　選択部３００には、オーディオビデオ入力部３０１、アナログの地上波チューナ３０２
、地上波デジタルチューナ３０３、ＢＳデジタルチューナ３０４、セットトップボックス
（ＳＴＢ）３０５からの信号が入力可能である。セットトップボックス３０５は図示しな
い衛星アンテナに接続されており、受信したデジタル放送データをデコードしてＡＶ信号
（デジタル）を発生させ、そのＡＶ信号を出力する。
【００２４】
　選択部３００は入力するストリームを選択し、エンコーダ４０１に供給することができ
る。エンコーダ４０１は入力信号を所定のフォーマット（例えばＤＶＤ規格又はこれに類
似するフォーマット）に変換し、その出力をデータ処理部１１に供給する。
【００２５】
　エンコーダ４０１はＡ／Ｄ変換器、ビデオエンコーダ部、ビデオエンコーダ部への入力
切換セレクタ、オーディオエンコーダ部、副映像エンコーダ部、フォーマット部、バッフ
ァメモリを含んで構成されている。地上波チューナやライン入力から入力されたアナログ
信号はＡ／Ｄ変換器でデジタル変換される。そのデジタル信号は各エンコーダ部へ入力さ
れる。ビデオ信号はビデオエンコーダ部へ、オーディオ信号はオーディオエンコーダ部へ
、文字放送などの文字データはＳＰエンコーダ部（図示せず）へ入力され、ビデオ信号は
ＭＰＥＧ圧縮され、オーディオ信号はＡＣ３圧縮またはＭＰＥＧオーディオ圧縮がなされ
、文字データはランレングス圧縮される。
【００２６】
　各エンコーダ部から、圧縮データがブロック化された場合に２０４８バイトになるよう
にブロック化されて、フォーマッタ部へ入力される。フォーマッタ部では、各パケットが
ブロック化され、さらに、多重化され、データ処理部１１へ送られる。
【００２７】
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　データ処理部１１は記録データの１６（又は３２）データブロック毎に、エラー訂正デ
ータを付加したＥＣＣブロックを形成し、所定の変調を行い、ディスクドライブ１３及び
又はハードディスクドライブ１５に送る。ハードディスクドライブ１５は必ずしも必要で
はないが、ハードディスクドライブ１５があれば、これに一旦記録したものを光ディスク
１４に恒久的に保存することができる。
【００２８】
　ここで、例えばドライブ部１３がシーク中やトラックジャンプなどの場合のため、ビジ
ー状態の場合には、一次記憶部１２が利用され、ドライブ部１３の準備ができるまで待つ
こととなる。データ処理部１１はＭＰＵ部１００の制御の元で、記録するデータを、ディ
スクドライブ１３、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）部１３に記録データ単位毎（例え
ば物理的な連続記録単位であるＣＤＡ単位毎）に時分割で送ることができる。
【００２９】
　エンコーダ部４０１はフォーマッタ部を含み、先の記録データをデータ処理部１１に送
ると共に、録画中、各切り分け情報を作成し、定期的にＭＰＵ部１００へ送る（ＧＯＰ先
頭割り込みなど）。切り分け情報としては、後述するビデオオブジェクトに関する情報を
生成するために、ＶＯＢＵのＬＢ数、ＶＯＢＵ先頭からのＩピクチャのエンドアドレス、
ＶＯＢＵの再生時間などがある。
【００３０】
　システムタイムカウンタ（ＳＴＣ）部５００は２７ＭＨｚベースでクロックカウントを
行うように構成されている。装置の各部のブロックの基準クロックを生成している。
【００３１】
　６０１はデコーダ部である。再生時に光ディスク１４或はハードディスク１６から読み
取られたデータはデータ処理部１１で、増幅及びエラー訂正処理が行われ、デコーダ部６
０１に送られる。デコーダ部６０１はメモリを内蔵する分離部、縮小画像（サムネールな
ど）の生成部を内蔵するビデオデコード部、副映像（ＳＰ）デコード部、オーデオデコー
ド部、ビデオプロセサ（Ｖ－ＰＲＯ）部、オーディオ用Ｄ／Ａ変換器等を含んで構成され
る。
【００３２】
　Ｄ／Ａ変換器からのアナログ出力（モノラル、ステレオ、あるいはＡＡＣ５．１ＣＨサ
ラウンド）は図示しないＡＶアンプ等で増幅されて出力されスピーカ部６０５に入力され
る。ここでは、必要本数のスピーカが駆動される。
【００３３】
　録画中のコンテンツをテレビジョンなどの表示部６０４に表示するために、記録するス
トリームデータをデータ処理部１１に送ると同時に、デコーダ部６０１へも同時に送り、
その再生を行うことができる。この場合、ＭＰＵ部１００はデコーダ部６０１へ再生時の
設定を行い、その後はデコーダ部６０１が自動的に再生処理を行う。
【００３４】
　また、デコーダ部６０１の出力ビデオ信号に対して、ＭＰＵ１００から文字、記号等の
信号（例えばオンスクリーンディスプレイ信号）を多重することもできる。この多重処理
には、ビデオミキサ６１１、フレームメモリ６１２などが利用される。
【００３５】
　図２に本実施形態の追記型光ディスクの記録の様子を示す。追記型光ディスクは情報が
一旦記録されると、当該箇所の書換えはできない。光ディスクは図２に示すように、内周
側から順に、制御情報領域(Control Data Zone: CDZ)、内周テスト領域(Inner Test Zone
: ITZ)、内周ガード領域(Inner Guard Zone: IGZ)、管理情報複製領域(RMD　Duplication
 Zone)、管理情報領域(Recording Management Zone: RMZ)、ユーザデータ領域、外周ガー
ド領域、外周テスト領域とで構成される。各領域の容量は予め決められており、変更はで
きない。ただし、後述するように、本実施形態ではユーザデータ領域内に管理情報を記録
するための拡張管理情報領域を新たに設定することにより、管理情報領域の容量を実質的
に拡張するものである。なお、制御情報領域はシステムリードイン領域(System Lead-in 
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Area)に含まれ、内周テスト領域、内周ガード領域、管理情報複製領域、管理情報領域は
データリードイン領域(Data Lead-in Area)に含まれ、外周ガード領域、外周テスト領域
はデータリードアウト領域(Data Lead-out Area)に含まれる。
【００３６】
　光ディスクには初期状態で、制御情報領域に光ディスクの種類（再生専用型、追記型、
書換え型）等を示す制御情報が予め記録されている（図２の（ａ））。
【００３７】
　光ディスクに情報を記録する場合（ユーザデータ領域の内周側から記録されるとする）
、先ず内周テスト領域でテスト記録をする。これは、同じ種類の光ディスクでも製造者に
より特性が異なったり、使用環境の温度、レーザの動作環境等により記録波形が異なるた
め、テスト記録の結果により光ディスクへ記録する際の記録波形のパラメータ（強度、パ
ルス幅等）を調整する（図２の（ｂ））。なお、ユーザデータをユーザデータ領域の外周
側に記録する場合、外周テスト領域でテスト記録を行う。
【００３８】
　この後、管理情報とユーザデータとが各々管理情報領域とユーザデータ領域とに記録さ
れる（図２の（ｃ））。管理情報には、ユーザデータ領域のどの部分が記録済（どこまで
記録された）かを示す情報等が含まれる。データ記録時には、この情報に基づいてユーザ
データがユーザデータ領域の未記録部分に記録される。そのため、管理情報はユーザデー
タの記録の進捗状況に応じて、最新の管理情報に更新される。光ディスクは情報が一旦記
録されると当該箇所の書換えはできないため、管理情報の更新は最新の管理情報を追加的
に記録することになり、管理情報領域の残り容量は更新毎に減少する。ユーザデータの記
録に先立ち管理情報領域の残り容量をチェックし、ある値以下になるとユーザデータの記
録を中断する（図２の（ｃ））。
【００３９】
　中断すると、ユーザデータ領域内部（の記録済み部分の外周部分）に、新たに管理情報
を記録するための拡張管理情報領域を設定（確保）する（図２の（ｄ））。拡張管理情報
領域が確保された場所に関する情報は管理情報に加えられ、これにより管理情報が最新の
管理情報に更新される。オリジナルの管理情報領域の未記録部分全体に所定の情報（例え
ば、最新の管理情報）を記録し、オリジナルの管理情報領域の未記録部分を無くす。続い
て、管理情報複製領域に最新の管理情報を記録する。すなわち、拡張管理情報領域の位置
を示す情報を含む管理情報のみ、管理情報複製領域に記録する。
【００４０】
　続いて、管理情報とユーザデータとが各々拡張管理情報領域とユーザデータ領域とに記
録される（図２の（ｅ））。
【００４１】
　拡張管理情報領域が確保された後は、ユーザデータの記録に先立ち管理情報領域ではな
く拡張管理情報領域の残り容量をチェックし、ある値以下になるとユーザデータの記録を
中断し、図２の（ｄ）からの動作が繰り返され、さらに別の拡張管理情報領域が確保され
る。
【００４２】
　管理情報複製領域に最新の管理情報を記録する理由を説明する。上述したように、記録
開始場所を調べるために最新の管理情報を参照する必要がある。管理情報領域が１つであ
れば、その最後の管理情報が必ず最新の管理情報であるので、直ぐに最新の管理情報を参
照できるが、拡張管理情報領域がある場合、その数が不明であるので、管理情報領域、拡
張管理情報領域を順次辿っていかなければ、最新の管理情報を参照できない。そこで、管
理情報領域を拡張した時の管理情報を管理情報複製領域に記録しておくことにより、管理
情報複製領域の最後の管理情報を見ることにより、最新の管理情報が記録されている拡張
管理情報領域（その最新の管理情報）を参照することができる。
【００４３】
　図３乃至図５に光ディスク装置のユーザデータの記録動作の例を示す。



(9) JP 4098752 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

【００４４】
　図３に示すように、ホスト１００からユーザデータの記録命令が送信されると、ディス
クドライブ１３は管理情報領域の残量を調査する。残量が十分残っている場合、ディスク
ドライブ１３は必要に応じて管理情報を更新した後、ユーザデータをユーザデータ領域に
記録し、記録が終了すると、記録終了をホスト１００に報告する。
【００４５】
　管理情報領域の残量が少ない場合、図４に示すように、ディスクドライブ１３は管理情
報領域の残量が少ないことをホスト１００に報告する。ホスト１００はディスクドライブ
１３に管理情報領域拡張命令を送信する。ディスクドライブ１３は管理情報複製領域の残
量を調査する。管理情報複製領域の残量が残っている場合、ディスクドライブ１３はユー
ザデータ領域の内部に拡張管理情報領域を確保し、拡張管理情報領域を確保した場所を管
理情報に加え、管理情報を最新の管理情報に更新する。拡張管理情報領域に設定されたユ
ーザデータ領域にはもはやユーザデータは記録されない。続いて、最新の管理情報を管理
情報領域の残りの全部分に記録するとともに、管理情報複製領域にも記録する。この後、
ディスクドライブ１３は拡張管理情報領域の確保完了（管理情報領域の拡張終了）をホス
ト１００に報告する。拡張管理情報領域が確保された後、ホスト１００がユーザデータの
記録を命令すると、図３に示される手順でユーザデータが記録される。
【００４６】
　管理情報複製領域の残量が無い場合、図５に示すように、ディスクドライブ１３は管理
情報複製領域の残量が無いことをホスト１００に報告する。
【００４７】
　また、本実施形態では、図６に示すように、ディスクドライブ１３はホスト１００から
のディスク状況確認命令に応じて、管理情報領域（拡張管理情報領域も含む）や管理情報
複製領域の残量を調査し、調査結果をホスト１００に報告する機能も持っている。本機能
によれば、ホスト１００は例えば、後どのくらいユーザデータの記録が可能かを予想する
ことができる。ホスト１００からのディスク状況確認命令に対する報告は管理情報領域や
管理情報複製領域の残量に限らず、他の状況も含んでいてもよい。
【００４８】
　ホスト１００からユーザデータの記録命令が送信された時のディスクドライブ１３の動
作フローを図７に示す。ディスクドライブ１３は先ず管理情報領域の残量を調査する（ス
テップＳ１２）。ステップＳ１４で残量が予め決められた容量以下であるか否かを判定す
る。以下である場合、ステップＳ１６で管理情報領域の残量が少ないことをホスト１００
に通知し、記録動作は行なわれず、終了（異常終了）となる。
【００４９】
　管理情報領域の残量が多い場合、ディスクドライブ１３はステップＳ１８で管理情報の
更新が必要かを判定する。管理情報の更新が必要な場合、ステップＳ２０で管理情報の更
新を実施する。管理情報の更新が終了した後、あるいは管理情報の更新が不要な場合、ス
テップＳ２２でユーザデータの記録を実行し、ステップＳ２４で記録が終了したことをホ
スト１００に通知し、記録動作は正常終了となる。管理情報は記録命令の発生毎に更新し
ないことが多い。例えば、小さなサイズのファイルを多数個、光ディスクに記録する場合
、ファイル一個を記録する度に、記録命令が発生されるので、記録命令毎に管理情報を更
新すると、すぐに管理情報領域が容量不足になる。この問題を避けるため、追記型のＤＶ
Ｄ規格では管理情報で示された最終記録位置から実際に記録した最終記録位置が１６Ｍバ
イト以上離れた場合のみ管理情報を更新することになっている。
【００５０】
　ホスト１００から管理情報領域拡張命令が送信された時のディスクドライブ１３の動作
フローを図８に示す。通常は、ホスト１００はステップＳ１６で管理情報領域の残量が少
ないことが通知されると管理情報領域拡張命令を送信するが、管理情報領域拡張命令の送
信タイミングはこれに限らず、任意のタイミングで送信してもよい。
【００５１】
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　ディスクドライブ１３は先ず管理情報複製領域の残量を調査する（ステップＳ３２）。
ステップＳ３４で残量が予め決められた容量以下であるか否かを判定する。以下である場
合、ステップＳ３６で管理情報複製領域の残量が無いことをホスト１００に通知し、管理
情報領域の拡張動作は行なわれず、終了（異常終了）となる。
【００５２】
　管理情報複製領域の残量が多い場合、ディスクドライブ１３はステップＳ３８で拡張管
理情報領域の確保を行い、確保した場所を管理情報に加える。ステップＳ４０で管理情報
領域の残りの全部分に最新の管理情報を記録し、ステップＳ４２で管理情報複製領域に最
新の管理情報を記録する。ステップＳ４４で拡張が終了したことをホスト１００に通知し
て、管理情報領域の拡張動作は正常終了となる。
【００５３】
　管理情報領域が拡張された後は、上記フローチャートの管理情報領域は拡張管理情報領
域を言う。
【００５４】
　以上説明したように、本実施形態によれば、管理情報領域の容量不足に起因して記録す
べきユーザデータの一部が記録できないという従来の追記型ＤＶＤの問題点が解決される
。しかも、管理情報領域を十分確保するためにユーザデータ領域の容量が不足するという
問題点も生じない。
【００５５】
　以下、本発明の他の実施形態を説明する。他の実施形態の説明において第１の実施形態
と同一部分は同一参照数字を付してその詳細な説明は省略する。
【００５６】
　第２の実施形態の光ディスク装置のブロック図は第１の実施形態と同一であるので、図
示省略する。
【００５７】
　図９に本実施形態の追記型光ディスクの記録の様子を示す。ディスクの構造は図２に示
した第１実施形態と同じである。各領域の容量は予め決められており、変更はできない。
ただし、後述するように、本実施形態ではガード領域（例えば外周ガード領域）の全部あ
るいは一部、またはガード領域の全部とユーザデータ領域の一部をテスト記録が実行され
る拡張テスト領域に設定し、拡張テスト領域、あるいはガード領域に接するユーザデータ
領域の一部を新たなガード領域に設定することにより、テスト記録を行なうテスト領域の
容量を実質的に拡張するものである。
【００５８】
　光ディスクには初期状態で、制御情報領域に光ディスクの種類（再生専用型、追記型、
書換え型）等を示す制御情報が予め記録されている（図９の（ａ））。
【００５９】
　光ディスクに情報を記録する場合（ユーザデータ領域の内周側から記録されるとする）
、先ず内周テスト領域でテスト記録をする。これは同じ種類の光ディスクでも製造者によ
り特性が異なったり、使用環境の温度、レーザの動作環境等により、記録波形が異なるた
め、テスト記録の結果により光ディスクへ記録する際の記録波形のパラメータ（強度、パ
ルス幅等）を調整する（図９の（ｂ））。なお、ユーザデータ領域の外周側に記録する場
合、外周テスト領域でテスト記録を行う。
【００６０】
　この後、管理情報とユーザデータとが各々管理情報領域とユーザデータ領域とに記録さ
れる（図９の（ｃ））。管理情報はユーザデータ領域のどの部分が記録済（どこまで記録
された）かを示す情報等を含む。記録時は、この情報に基づいてユーザデータがユーザデ
ータ領域の未記録部分に記録される。
【００６１】
　上述したように追記型光ディスクは情報が一旦記録されると当該箇所の書換えはできな
いため、テスト記録の実施毎にテスト領域の残り容量は減少する。テスト記録に先立ちテ
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スト領域の残り容量をチェックし、ある値以下になるとテスト記録を中断する（図９の（
ｃ））。本実施形態では、必要に応じ、外周ガード領域（の一部、あるいは全部）を拡張
テスト領域として、テスト記録に使用することが可能となっている。オリジナルの外周ガ
ード領域を拡張テスト領域として使用する場合、拡張テスト領域に内接する領域が新たな
外周ガード領域となる（図９の（ｄ）、（ｅ））。
【００６２】
　図１０乃至図１２に光ディスク装置のテスト記録動作の例を示す。
【００６３】
　図１０に示すように、ホスト１００からテスト記録命令が送信されると、ディスクドラ
イブ１３はテスト領域の残量を調査する。残量が十分残っている場合、ディスクドライブ
１３はテスト記録を実行し、管理情報を更新した後、テスト記録終了をホスト１００に報
告する。
【００６４】
　テスト領域の残量が少ない場合、図１１に示すように、ディスクドライブ１３はテスト
領域の残量が少ないことをホスト１００に報告する。ホスト１００はディスクドライブ１
３にテスト領域拡張命令を送信する。ディスクドライブ１３はテスト領域の拡張の可否を
調査する。テスト領域の拡張回数は予め決められている。テスト領域の拡張が既に何回実
行されたかは、管理情報を参照すれば分かるようになっている。管理情報に記録されたテ
スト領域拡張の実行回数を読み取ることにより、テスト領域の拡張の可否を判定する。こ
の実施形態では、テスト領域の拡張回数は１回となっている。これは、管理の容易さと、
管理情報に記録すべき情報量の肥大化を防ぐためである。
【００６５】
　テスト領域の拡張が可能な場合、ディスクドライブ１３は拡張テスト領域を確保する。
具体的には、外周ガード領域（全部に限らず一部でもよい）を拡張テスト領域に割当て、
拡張テスト領域に内接するユーザデータ領域を新たに外周ガード領域に割当てる。ディス
クドライブ１３は内周テスト領域と外周テスト領域と拡張テスト領域とからなるテスト領
域とが新たに割り当てられたこととユーザデータ領域が小さくなったことを示す管理情報
を、管理情報領域に記録し、続いて、テスト領域の拡張処理が終了したことをホスト１０
０に通知する。
【００６６】
　なお、テスト領域の拡張はテスト領域の残量が少なくなった際に限定される必要はなく
、テスト領域の残量が十分多い場合でも、ホスト１００からの命令により実行可能である
。
【００６７】
　テスト領域の拡張が可能でない場合、図１２に示すように、ディスクドライブ１３は拡
張不可であることをホスト１００に通知する。
【００６８】
　ホスト１００からテスト記録命令が送信された時のディスクドライブ１３の動作フロー
を図１３に示す。ディスクドライブ１３は先ずテスト領域の残量を調査する（ステップＳ
５２）。ステップＳ５４で残量が予め決められた容量以下であるか否かを判定する。以下
である場合、ステップＳ５６でテスト領域の残量が少ないことをホスト１００に通知し、
テスト記録動作は行なわれず、終了（異常終了）となる。
【００６９】
　テスト領域の残量が多い場合、ディスクドライブ１３はステップＳ５８でテスト記録を
実行する。ステップＳ６０でテスト領域のどの領域が使用されたかを示す管理情報を管理
情報領域に記録（管理情報を更新）する。最後に、ステップＳ６２でテスト記録が終了し
たことをホスト１００に通知し、テスト記録動作は正常終了となる。
【００７０】
　ホスト１００からテスト領域の拡張命令があった時のディスクドライブ１３の動作フロ
ーを図１４に示す。ディスクドライブ１３は先ずテスト領域の拡張が可能か否かを判定す
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る（ステップＳ７２）。拡張が不可の場合（ステップＳ７４のＹｅｓ）、ステップＳ７６
で拡張が不可であることをホスト１００に通知し、テスト領域の拡張動作は異常終了とな
る。拡張が可能の場合（ステップＳ７４のＮｏ）、ディスクドライブ１３はステップＳ７
８で拡張テスト領域を確保し、ステップＳ８０で拡張に伴う管理情報を管理情報領域に記
録する。最後に、ステップＳ８２で拡張動作が終了したことをホスト１００に通知し、テ
スト領域の拡張動作は正常終了となる。
【００７１】
　以上説明したように、本実施形態によれば、テスト領域の容量不足に起因して最適な記
録波形を見つけるためのテスト記録が実行できないのでユーザデータを記録できない、あ
るいは記録できたとしても十分信頼性高く再生できないという従来の追記型ＤＶＤの問題
点が解決される。しかも、テスト領域を十分確保するためにユーザデータ領域の容量が不
足するという問題点も生じない。
【００７２】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。例えば、図９では拡張テスト領
域は外周ガード領域と一致しているが、外周ガード領域の一部、あるいは外周ガード領域
の全部と外周テスト領域の一部（未記録部分）を拡張テスト領域としてもよい。何れの場
合も、拡張テスト領域に接するユーザデータ領域が新たな外周テスト領域となる。
【００７３】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、第１実施形態、第２実施形態はそれぞれ管理情報領域、テスト
領域の拡張を説明したが、両実施形態を組み合わせて、テスト記録、ユーザデータ記録に
先立ち、テスト領域、管理情報領域の残り容量を調べて、残量が少ない場合、テスト領域
、管理情報領域を拡張する実施形態も容易に実現される。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の一実施形態による光ディスク装置の一例を示すブロック図。
【図２】本発明の第１実施形態による管理情報領域の拡張を伴う追記型光ディスクの記録
方法を示す図。
【図３】ユーザデータ記録時の光ディスク装置とホストの通常の動作を示す図。
【図４】管理情報領域の残量が少なく、管理領域を拡張する場合のユーザデータ記録時の
光ディスク装置とホストの動作を示す図。
【図５】管理情報領域の残量が少なく、管理情報複製領域の残量が無く、管理領域を拡張
できない場合のユーザデータ記録時の光ディスク装置とホストの動作を示す図。
【図６】ディスク状況確認時の光ディスク装置とホストの動作を示す図。
【図７】ユーザデータ記録命令があった時の第１実施形態の光ディスク装置の動作を示す
フローチャート。
【図８】管理情報領域の拡張命令があった時の第１実施形態の光ディスク装置の動作を示
すフローチャート。
【図９】本発明の第２実施形態による管理情報領域の拡張を伴う追記型光ディスクの記録
方法を示す図。
【図１０】テスト記録時の光ディスク装置とホストの通常の動作を示す図。
【図１１】テスト領域の残量が少なく、テスト領域を拡張する場合のテスト記録時の光デ
ィスク装置とホストの動作を示す図。
【図１２】テスト領域の残量が少ないが、テスト領域を拡張できない場合のテスト記録時
の光ディスク装置とホストの動作を示す図。
【図１３】テスト記録命令があった時の第２実施形態の光ディスク装置の動作を示すフロ
ーチャート。
【図１４】テスト領域の拡張命令があった時の第２実施形態の光ディスク装置の動作を示
すフローチャート。
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【符号の説明】
【００７５】
　１１…データ処理部、１３…ディスクドライブ、１５…ＨＤＤ部、３００…選択部、１
００…ＭＰＵ、１０１…キー入力部、１０３…表示部、４０１…エンコーダ部、６０１…
デコーダ部。

【図１】 【図２】
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